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Ⅴ．特記事項 

 

１．島清恋愛文学賞の運営について 

大正期に活躍した作家、島田清次郎を顕彰するとともに、恋愛文学を盛り上げるため、

島田清次郎の出生地である石川県美川町（現白山市）が創設した「島清恋愛文学賞」につ

いては、現在は本学がその運営を担っている。 

大学が文学賞の運営を行うことは他では例のないもので、本学では文学部文学科の学生

が候補作の推薦委員に加わることができる。文芸の創作に興味のある学生だけではなく、

編集、出版業界への道を進みたい学生には「島清恋愛文学賞ゼミ」に参加することで、作

家や大手出版社の編集者から直接現代日本文学の最前線の話を聞くことができる。また、

参加学生は推薦委員として候補作品の中から選考委員会へ推薦する三つの作品を選定する

ことで、文学作品を読む力、自分の考えを表現する力がアップする効果が期待できる。 

学生たちが選んだ作品の中から受賞作が選定されるため、作品を読む真剣さが、通常の

読書を行うより、学習効果が高いと考える。 

推薦委員会では、教員や学外の委員との議論を行い、その作品の善し悪しを他の委員に

もわかる言葉で説明する必要がある。これはディベートの授業では得ることのできない、

専門的職業人との実践的授業と考えることができる。 

 


